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1 .罰究話的
前報川こおいては，学齢前の子をもっ母親
の役割葛藤のあり様、を，就業の有無を分析軸
として解明を試みた。その結巣，就業してい
る母親は，専業主婦の母親と比較すると，母
親役割と主義役割の遂行においてより葛藤を生
じやすし一方，害事業主婦は時間管理におい
てより葛藤を生じやすいことが明らかになっ
た。またヲこの分析過桂から，学齢前の子を
もっ母親には，学齢前の子がいるという家族
の発達段階にあることでの役割葛藤があるの
ではないかという予測も見出した。そこで，
本稿では，学齢前の子をもっ母親が役割葛藤
を生じる場合の要因を，就業の有無も含めて
究明する。
役割葛藤に関する先行研究をみると，選考
された役割葛藤項目は本調盗とは異なるが，
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と満足度の関係について，1日本では
ありグループがもっとも満足度が低いJ(図村
他， 1978)という結果を示しながら， I葛藤は
必ずしも夫婦の関係を悪化させるとはいえず，
終を強めるきっかけになる場合もあると
られるJ(中間， 1991) (2)との指摘がある。
また，夫婦の幸福度に関する研究において
「結婚後7年目から10年自の姿の幸福感が特
に{昆いJ H 1985) ことから， Iこ
の時期の姿は育児のために家庭に足止めされ
ているか，社事に就いていれば，それと
育児との加重負担にあえいでいるかのいずれ
かであるJ(川崎， 1991)(3)との推察もなされて
いる。
これまでのところ，役割葛藤と生活満足度，
そして結婚さ字福度の関係については十分な説
明はなされておらず，また本稿においてもそ
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の任には耐えられない。しかし，先行の諸研
究から分かるように，役割葛藤が生活満足や
幸福度などと共に結婚生活の情緒構造と強い
関連があることが推測できる。
そこで，本稿が，学齢前の子をもっ母続に
ついて，その役割葛藤が生じる要因を解明す
ることは，結婚生活における夫婦の役割関係
と情緒関係をよりよくするための提言を生み
出すことになると考える。
2.分析方法
(1 )分析方法
本稿の分析対象となるサンプルは，がI幸授と
同じものであるが， 9つの役割葛藤項目に
て回暮した526名である。
サンプルは 9つの役割葛藤項目に対する
回答を5段階評価で得点化L，全サンプノレを
4分割し，最も得点の低い・葛藤の小さいグ
ループを「葛藤下位群jとし最も得点の高
い・葛藤の大きいグループを「葛藤上位群」
占
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とした。この葛藤下位群と葛藤 L佼群の属性
や生活意識を比較することで，母親の役割葛
藤の要因を探ることにする。
(2) 纂蕗下位群と
図lのとストグラフに示すように，葛藤下
位群は，得点が11-22点の129名(全体の
24.5%) とし上位群は， 29-40点の142名
(27.0%) とした。
つぎに，図2に示すようにヲ 9つの役割葛
藤項目の全てにおいて，下位群はより高い評
価をしており，上位群はより低い評怖をして
いる。(林式数量先立類を用いて，葛藤下位群
とi二位群の半1)Jjlj的r:jこ1I与を算出した結果9
95.8%という高;率であった)。
また，役割j葛藤項目の評点の平均値は，夫
の妻理解・人間関係への評価が， i尚群ともf也
の項目の評儲よりもやや高めで，また，下位;
群の夫の家事参加への評舗が低めであるが，
下位群では，れまたしているJ(2.0)のレベル
にあるが，上位群では， rふつうJ(3.0)と「十
(%) N 526 
17.0 
17.0 
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国2
分ではないJ(4.0)との中間程度である。(し
たがって，葛藤群の弁別カをもっ項目のレン
ジの僚は， 0.1641~0.2809 と範囲が狭い(ぺ)
なお， 9 r亥自問の相互関連は，夫の家事参
加への評価と人間関係への自己評価の間を除
けば強い関連がある。
以上のように， 9つの役割葛藤項目への評
点によって葛藤群を分けることは適切で、ある
と考える。
3 .分析結
(1 ) 葛藤襲撃と
役割葛藤群と母親に関する属性との関係は
1に示す通りである。
まず，母親の年齢については，各寓藤群の
年齢階級別の講成割合の差は緩めて小さい。
箆
また，母親の平均年齢も，下位群33.37才，上
位群33.31才と差は小さい。本対象者の年齢幅
の中では，母親の年齢が役割葛藤に与える影
響は小さいといえよう。配偶者である夫の年
齢も平均で下位群36.34オ，上位群35.87才
とややード位群が高いが，その差は小さい。
そこで，各葛藤群の結婚経過年数の階級別
構成割合をみると，これも極めて似通ってい
る。平均結婚年数も，下位群9.44年，上位群
9.23年である。
母親の学震は，葛藤上位群の方がやや高学
愚者が多い程度の違いである。一方，夫の学
歴は，葛藤群による違いはほとんどない。
つぎに，世帯構成をみると，核家族世帯率
は，葛藤下位群では65.1%，上位群は62.0%，
三・四世代世帯率は，下位群34.1%，上位群
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笑数(%) 5定数 (%) 
務総下佼お 若草j藻土{立鮮 湾総下佼若手 葛藤上佼若手
129 (1廿0.0) ]42 (100.0) 129 (100.0) 142 (100.0) 
三委の玉手薄告 現イ工の就業の有無
20-24歳 1 (0 8) 4 (2.8) 有業(就業母) 66 (51.2) 86 (60.6) 
25-29 25 (19.4) 20 (14.1) 無業(専業母) 61 (47.3) 55 (38.7) 
30-34 52 (40.3) 65 (45.8) NA 2 (1.6) 1 (0.7) 
35-39 41 (31.8) 41 (28.9) 就業潟市(就業f手)* 
40-44 5 (3.9) 4 (2.8) 生活撃をの不足を補うため 20 (29.4) 45 (51. 7) 
45-49 1 (0.7) より殺かな生活のため 15 (22.1) 百 (10.3)
NA 5 (3ヲ) 7 ('1. 9) ぬ己の能力・技術を生かす 11 (16.2) 1 (12.6) 
iたの年最告 社会活動へ参加したい 4 (5司9) 5 (5.7) 
20-29歳 16 (12.4) 16 (11.3) 仕事に畳二きがいを感じる 5 (7.4) 2 (2.3) 
30-34 37 (28.7) 39 (27.5) 家主主なので 12 (17.6) 10 (11.5) 
35-39 41 (31.8) 63 (44.4) その他 1 (1.5) 5 (5.7) 
40-44 31 (2ι0) 20 (14.1) 就業継続意思(就業母)
45-59 4 (3.1) 3 (2.1) 長〈統けたい 20 (29.4) 16 (18.4) 
NA 1 (0.7) 当分絞けたい 42 (61. 8) 58 (66.7) 
結婚経過年数 平くやめたい 3 (4.4) 11 (12.6) 。-4':;手 3 (2.3) 4 (2.8) NA 3 (4.4) 2 (2.3) 
5 -9 84 (65.1) 93 (65.5) 就業慾尽の有無(害事業f母)
10-14 32 (24.8) 38 (26.8) 子供の成長1&働きたい 37 (60.7) 31 (56.4) 
15-19 9 (7.0) 6 (4.2) 今すぐ綴Jきたい 6 (9.8) 12 (21. 8) 
2()-24 1 (0.8) 1 (0守7) 働くつもりはない 18 (29.5) 10 (18.2) 
喜善の学療 NA 2 (3.6) 
中卒 1 (0.8) 8 (5.6) 就業形態(就業母)
己吉本 72 (55ι) 64 (45.1) ブルタイム 18 (26.5) 38 (43.7) 
専門学校卒 1 (8.5) 14 (9.9) ノマー トタイム 29 (42.6) 27 (31ρ) 
短大卒・大学中退 22 (17.1) 32 (22.5) 自営業 18 (26.5) 14 (16.1) 
大卒 14 (10.9) 18 (12.7) 内戦 3 (4.4) 8 (9.2) 
NA 9 (7.0) 6 (4.2) 華客の車韓議室
犬の学:君霊 自営業主・家族従事者 18 (26.5) 14 (16.1) 
中卒 5 (3監9) 7 (4.9) d好機ー専門職 1 (16.2) 15 (17.2) 
員Z干ー 58 (45.0) 62 (43.7) 事務職 14 (20.6) 16 (18.4) 
専門学校卒 6 (4.7) 10 (7.0) 労務・作業職 7 (10.3) 17 (19.5) 
気i大卒・大学中i怠 1 (0.8) 6 (4‘2) 販売・営業~哉 16 (23.5) 19 (21.8) 
大半・大卒以上 50 (38.8) 51 (35.9) その官邸 1 (1.5) 4 (4.6) 
NA 9 (7.0) 6 (4.2) NA j (1.5) 2 (2.3) 
世帯構成 夫の事費主主
核家族t止郊: 84 (65.1) 88 (62.0) 自営業主・家紋従事務 25 (19.4) 27 (19ρ) 
コ・凶世代世帯(夫方) 37 (28.7) 46 (32.4) 管理・専門機 25 (19.4) 28 (19.7) 
三・凶世代世帯(姿ア'1) 7 (5.5) 8 (5.6) 事務職 29 (22.5) 28 (19.7) 
その他 1 (0.8) 労務.f乍業機 23 (17.8) 24 (16.9) 
世帯~又入* 販売・党議室機 22 (17.1) 28 (1宮.7)
15Jj内未満 4 (3.1) 15 (10.6) その他・終戦 2 (1.6) 4 (2.8) 
15-20 17 (13.2) 28 (19.7) NA 3 (2.3) 3 (2.1) 
20-25 31 (24.0) 27 (1百 0) 夫の妻の産主主主への態度集キ
25-30 25 (19.4) 14 (9.9) 焚Ii立している 90 (69.8) 94 (66.2) 
30-40 16 (12.4) 19 (13.4) 反対している 23 (17.8) 16 (11.3) 
40万円以上 13 (10.1) 8 (5.6) わからない 8 (6.2) 26 (18.3) 
NA 23 (17.8) 31 (21. 8) NA 8 (6.2) 6 (4.2) 
* p~五 0.05 * p話0.05 *キ p~五 0.01
学齢l'liJの子をもっ母親の役割葛藤(第 2報) 121 
38.0%となっている。
世情構成員数は，葛藤下位群に 4人が多く
は7.3%，36.6%)，上位群では 7人以上が多
くなっている (18.3%，10.1%)。
そこで，平均世帯構成員数は，下位群4.8
人，上位群5.1人となっている。上位群の方が
やや世帯規模が大きい。
さらに，子どもの数をみると，下位群の方
が2人以下がやや多く 3人以上は上佼群に
や多い (40.1%，32.6%)。平均の子ども数
は，下位群2.32人，上位群2.42人と上位群が
多いものの，差はごく小さい。また，米子の
年齢は，上位群の方が2ユナ未満層がやや多く
(26.1%， 17.8%)，平均年齢も上位群2.9才，
F位群は3.1才と，上牧群の子どもの方が幼
しミ。
最後に，役割高藤群と佐帯収入階級との関
連をみると， t吐帯収入が25万以上の世帯は，
葛藤下位群では41.9%であるのに対して，上
位群では28.9%と少ない。つまり，葛藤上位
群では比較的収入が低いということになる。
以上のように，母親のもつ種々の属性は，
世帯収入を除いて母親の役割葛藤に与える影
きわめて小さい。これは，分析対象者を
学齢前の予をもっ母親というように家族の発
達段階を隈定しているため，各属性がかなり
均一一化している函もある。したがって，学齢
前の子をもっ母親にとっては，学歴やtIt帯構
成，子ども数などは，その役割遂行において
葛藤を生む直接的な要因とはならないが，世
帯の収入はより直接的な影響をもっといえよ
つ。
と母親め就業
母親の就業の有無については，表2に示す
ように，葛藤下位群では，有業者は5l.2%で
あるが，上位群でも60.6%である。上位群が
高率だが，統計的には有意な差ではない。前
報のごとし役割葛藤項目の中でも，母親役
割や妻役割の遂行については，有業者の評髄
が低いものの，時間管理では無業者の方が評
価が低い。つまり，母親の就業という
けが総体としての葛藤を生むわけではないと
考えられる。そこでヲ母親の就業の“関辺"
を検討して，葛藤を生む要閣を探る必要があ
る。
つぎに，就業している母親の就業理由をみ
ると，葛藤群との関連が強い。母親が就業理
由を「生活費の不足を補うためJとするのは，
下位群では29.4%であるのに対して，上位群
は51.7%にもなる。この結果は世帯収入の多
とも符合する。
なお，顕著な差ではないが，就業している
母親の就業継続意思は，葛藤下位群の方が上
位群より「長く続けたいjとする者が多く
(29.4%， 18.4%)横極的である。また， fま
毅の就業形態は，葛藤下位群ではパートタイ
ムや自営業がより多く，上位群ではフルタイ
ムが多い(43.7%，26.5%)， という結果が出
た。つまり，学齢前の子をもっ母親は，経済
的な必要性に迫られて“働く"ことで葛藤を
生じやすいということである。
一方，無業の母殺の就業意思は，葛藤上位
群の方がより積磁的である。上位群では，下
位群との差は大きくはないが予の数が多く，
末子の年齢も低いことから， I家庭に足止めj
されている状況もあるとも考えられる。
ところで，母親(妻)の就業に対する夫の
態度をみると，夫の大部分7割が妻の就業に
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f賛成している」。ただし，下位群では夫が「反
対しているjケースが17. とと位群11.3先
よりも多く，夫の考えが「わからないjのは，
上位群が18.3%と下位群6.2%より多い。した
がって，母毅の役割葛藤を袋三む可龍牲はヲ
の「反対jよりも， Iわからないjという意思
の疎通の欠如にあるといえよう。
葛藤群と
役割葛藤群と
は，臨3の通り
家事は「姿がすべきjという母親が多いとい
うことが大前提である。その上で，
群は「姿がすべき_j73.6%，I夫婦で協力してJ
24.8%である。上依群は， I姿がすべきJ
52.8%， I夫婦で協力してjは42.3%と下位群
よりも夫婦共担意識が進んでいる。
一般的には，家事は「泰がすべきjという
性別役割分業観が今なお女生自身にも根強い
もののヲ徐々に夫婦で担うという考え方に傾
いてきている。ところが，本調査では，
L1立群で夫婦共担意識が進んでおり，家事の
役割遂行規範が変容する際の国難性が推察さ
れる。つまり，夫と きという規範は，
夫への期待を高めるがヲ夫の家事参加は程度
の差はあるものの絶対量は少ないことからヲ
期待はずれ度が大きくなり，この期待は
が姿の役割葛藤を生む要因となると考えられ
る向。したがって，家事の夫婦共担意識れ母
裁の役割葛藤に関して好ましくな を与
えるとはいえないと思われる。
っさに 9 育児遂行の規範意識をみると，
藤群関の差は極小さい。葛藤下位群・上位群
と札予言児は「夫婦で協力してjと8割以上
が考えている。育先に関しでは，家事とは異
なり，一一般的にも，子の両親が協力して遂行
るものと考えられている。なお，育児遂行
きドー i
援務滋-後;銘緩後後後働
協放物綴~鶴子 42
家事遂行規範卒事場
葛藤上位群
幸子児遂行規範 ? ? ?
その飽 不明
N 
81 
? ? ? ? ? ? ，
?? ? ? ? ? ? ? ，
? ??
?ー
? ?
?
?
葛藤上位群 85 
枠内%，枠外実数
* 本*P三五0.001
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ょくする 時々する ほとんどしない 全くしない。 -1 -2 
食事の後片付け日*
掃除*等感
買い物*.* し一一一一一一
子供の遊び棺手付*
J子供の身の陪りの世話村傘
子供のしつけ， *ネ
~4 
0-0葛藤下位群?
馬主 ? 主五0.05，* * ネP;;五0.001
うがヲ上位群てすま 4割強の母毅が夫の協力を
期待しており，期待はずれ度の大きさは母親
を主主む主重要な嬰悶となろう。
なお，本調査の夫の家事・育児参加の程度
iま， よる評舗であり，夫自身の自己評傭
よる客観的な評髄とはズレがある
と考えられる。しかし，本稿では母親の内的
役割葛藤を問題にしているので，母親達が夫
の家事参加を，中でも日常的 e 反復性の強い
食事の支度・後片付けや洗j震について， Iほと
んどJ評価していないという
で、ある。
グ〉
さらに， 3項目のうたの育児参加程度をみる
と，家事よりも両若干:とも夫の参加の程度が高
くなる。特に，子イ共の遊び、相手や子供のしつ
けにように父裁が慣習に照らして参加しやす
い項目での参加程度が高い。しかし，下校群
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の夫の参加程度の方が，上位群の夫より
ことは家事の場合と同じである。
ここで，言iiz!!.の育児の役割遂行規範との関
係をみると r尚群とも 8割の母親が，育児は
「夫婦で協力してjと考えており，
群では比較的期待はずれ度が小さし
上位群では期待はずれ度が大きいといえよう。
したがって，夫の育克参加の程度が低いこと
は，家事と問機に母親の役割葛藤を主主む要因
になると考えられる。
(5) 葛藤襲撃撃と
図5に，役割葛藤群と生活満足鹿の関係を
示した。葛藤下位群では， r大変満足j
14.0%， r満足138.0%と満是している母親が
5割おり， r普通J34.1%，r少し不満jが9.3%
である。上位群でti，下位群とは逆に， r大変
不満J9.9%， r少し不満J40.8%と不満あり
が 5割を占め， r普通J31. 7%， r満足J
12.0%， r大変満足J2.1%である。
葛藤下位群の方が， と抜群よりも満足度が
高いことは明らかである。つまり 9 投割葛藤
は生活満足度と強い関連があるといえる。し
かし，葛藤下位群にも「不満J者がおり，
位群にも「満足j者がいる。また，両群とも
3割程度の「普通jと思っている者もいる。
したがって，役割葛藤が即生活満足につなが
ると断言はできないが，葛藤が少ないことは，
より生活満足度を高めるといえよう。
ヰ甥
以とのように，本報では，葛藤下位群と上
fす群というグルービングを行なって，役割葛
藤の生じる要因を考察した。
まず，母毅(妻)ゃうたの個人的属性である
年齢や，学麗，結婚経過年数は，役割審藤と
は強い関連はみられなかった。したがって，
「学齢前の予をもっ」家族の発達段階にある
母の役割葛藤を生む要閣は，その種々の属性
にあるのではなし母毅の意識や生活実態の
方によりあることを示唆していると考えられ
る。
第二に，母毅の就業に係わる ついて
みたところ，葛藤日立群では下位群と比較し
て，就業している場合は， i生活費の不足を補
うためJという経済的緊要疫の高い就業理由
を多くの者があげている (51‘7%，29.4%)。
大変満足|溝足し|普通だと|少し不満|大変不満i不明
している|ている|おもう |がある iがある i i N 
5 
枠内%，枠外実数
P話0.001
句 、-
129 
142 
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この背景には，上位群の務:帯収入が下位群よ
り低いということもある。そこで，上位群の
就業母の就業継続意思は「長く続けたいJと
する者がより少ない (18.4%，29.4%)。ま
た，その就業形態はフルタイムが多い
(43.7%， 26.5%)。つまり，葛藤上位，群で
は，母親が経済的な から拘束力のあ
る形で、鋤くことで葛藤を生じているといえよ
つ。
さらに，妻の就業に対する犬の態度・理解
をみたところ，葛藤上位群では，夫が妥の就
業に賛成している者は下位群と差はないが，
夫の考えを「わからないJとする者は多い
(18.3%， 6.2%)。母親の役割葛藤の要国に
なるのは，夫の奏の就業に対する不明瞭な態
度であり，換設すればヲ夫婦のコミュニケー
ションの欠如(引である。
第四に，母親の家事・育児の役割遂行で，
だれが抱当すべきかという規範意識をみた。
育兇に関しては，葛藤上位群・下校群とも「夫
婦で協力してJすべきであると考えているが
(85.2%， 81.4%)，家事については，上位群
の方が「夫婦で協力してJという夫婦共担意
識が強い (42.3%，24.8%)。
しかし，この家事・育児の共犯意識が役割
を生むのではなし夫の家事・育児への
低い参加程度との期待はずれ度が葛藤を生む
要閣となると考えられる。夫の家事・育児へ
の参加程度は，家事に関しては特に抵<，
藤上位群では下位群よりもさらに低い。そこ
で，上位群では， 育児について，規範今
期待と夫の遂行との関の;設が大きしこれが
葛藤を生むといえる。
最後に，生活満足度との関係をみたが，こ
れは明瞭な差があり，議藤一}ご佼群は上位群よ
りも「満足jしており (52%ラ 14.1%)，r不
満jを感じている者は少ない (9.3%.
50.7%)。つまり，役割:誇藤だけが原因ではな
いだろうが，葛藤が高いということは，生活
満足度に否定的な影響を与えることは確実で、
ある。
5 .援蓄
以上， r学齢前の子をもっ母親の役割葛藤J
について，部j報では，就業が母親の役割葛藤
にどのような影響を与えているのか，本報てや
は母親の役割葛藤はどのような要閃から生じ
るのかを分析してきた。
前報では，母親は就業することによって，
母親役割・妻役割!の遂行において葛藤を生じ
るが，時間の管理という点ではむしろ充実感
を感じている， という結果が出た。母親の就
業がすでに一般的になっている現在でも，な
お，子に対して十分な世話ができない，委と
して夫の身の回りの世話が十・分にできない，
という母親の自己評価は，母親@姿の家庭内
で果たす役割モデルの見直しを迫っていると
られる。また，母親が就業することを
して母親の生活時間管理は考えられないこ
とも示唆している。
つぎに，本報における分析結果は，学齢前
の予をもっ母親にとって，その役割葛藤の要
因となるのは，夫婦のコミュニケーションの
欠知であり，夫の家事・育児への参加の程度
の低きであることを強〈示唆している。
つまりヲ母親の役割葛藤は，例えば，母親
が就業することによる自己の多重役割j遂行そ
のものにあるのではなし就業母，
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かかわらず，夫がいかに妻とのコミュニケー
ションをとっているか，加えてヲ家事・育児
にどれほど参加しているかによって生じると
いえる。換言すれば，学齢前の子をもっ母親
夫の具体的な行動としての家庭生活への
参加を求めているということである。姿も
も「家庭と仕事の両立jに向けて夫婦関係の
構築を行なうべきであり，これが生活構足に
つながることも本報告で確認したところであ
る。
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